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問題

単語認知過程の解明は、人間の言語処理活動を明ら

かにする上で避けては通れない重要な課題である。視

覚呈示された単語の認知過程において、当該単語のみ

ならず、入力された単語と視覚的（正書法的）に類似

した単語の表象も同時に活性化されることが仮定され

ている（たとえばForster, 1987）。Coltheart, Davelaar,

Jonasson, & Besner（1977）は、“当該単語（あるい

は非単語や擬似単語）を構成する文字を一文字だけ別

の文字に置き換えることによって作成することができ

る単語”を neighbor（以下“類似語”とする）と定

義し、neighbor がいくつ存在するのかをカウントす

ることによって、各単語の neighborhood density

（N metric）を算出した。Coltheart, et al.（1977）の

論文以来、単語の持つ属性の 1 つとして、N metric

が単語あるいは非単語（疑似単語）の認知過程に及ぼ

す効果が検討されてきた。

こうした研究を進めていくためには、類似語に関す

るデータベースの作成が必須となる。本研究では、漢

字二字熟語を研究対象とし、その形態的な特性と音韻

的な特性との両者を重視した実験を実施できるよう、

あらためて漢字二字熟語の類似語数に関するデータベー

スを整備することを目的とする。具体的には漢字二字

熟語のうち、清音、濁音、半濁音、撥音、拗音、促音

のうちの 4 つを組合わせてその読みが構成される、

4拍で発音される漢字二字熟語（以下、4拍漢字二字

熟語）に焦点を当て、その正書法的類似語数と音韻的

類似語数とを算出し、データベース化することを目的

とする。基準とする語彙データベースとして天野・近

藤（2000）を設定し、天野・近藤（2000）のデータベー

ス（以下 NTTDB）から漢字二字熟語、あるいは 4拍

語を抽出し、これを類似語数算出のためのデータベー

スとする。

本研究は前報（川上，2015）を引き継ぐものであり、

前報においては、五十音順で読みが“アシモト”から

“ジョウレイ”までの 4拍漢字二字熟語について、既

にその正書法的類似語数、音韻的類似語数を報告した。

本報においては、五十音順で読みがそれ以降（“ショ

クイン”以降）の 4拍漢字二字熟語について、その正

書法的類似語数、音韻的類似語数の報告を行う。

方法

前報（川上，2015）に詳述のようにデータベースを

作成し、ターゲットとする 4拍漢字二字熟語について、

正書法的類似語数、音韻的類似語数を算出した。正書

法的類似語数については、漢字二字熟語を構成する最

後の一文字（たとえば“明暗”の“暗”）を他の漢字

に変更することによって作成される漢字二字熟語を

OFn、漢字二字熟語を構成する最初の一文字（たと

えば“明暗”の“明”）を他の漢字に変更することに
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よって作成される漢字二字熟語を ORnとしてカウン

トした。また当該 4拍漢字二字熟語の正書法的類似語

数としては、OFnと ORnとの和で定義する。音韻的

類似語数については、読みの 1拍を他の拍に置き換え

ることによって作成される読みを持つ計数項目数を、

置き換える拍の位置ごとに算出した。この際、4拍漢

字二字熟語の最初の一拍（たとえば“アンテイ”の

“ア”）を他の拍に変更することによって作成可能な

項目数を Pn1、4拍漢字二字熟語の二拍目（たとえば

“アンテイ”の“ン”）を他の拍に変更することによっ

て作成可能な項目数を Pn2、4拍漢字二字熟語の三拍

目（たとえば“アンテイ”の“テ”）を他の拍に変更

することによって作成可能な項目数を Pn3、4拍漢字

二字熟語の最後の拍（たとえば“アンテイ”の“イ”）

を他の拍に変更することによって作成可能な項目数を

Pn4 とした。また当該 4 拍漢字二字熟語の音韻的類

似語数としては、Pn1 から Pn4 までの総和で定義す

る。

結果と考察

本研究では、4 拍漢字二字熟語として 45,726 項目

の漢字二字熟語を抽出した。この中から、NTTDBに

よる出現頻度が 3,000以上の 4拍漢字二字熟語のみを

報告の対象とする。五十音順で読みが“ショクイン”

以降の 4拍漢字二字熟語について、その正書法的類似

語数、音韻的類似語数を表 1に示した。五十音順で読

みが“アシモト”から“ジョウレイ”までの 4拍漢字

二字熟語については前報を参照されたい。

本研究の結果、漢字二字熟語（4拍漢字二字熟語）

を刺激材料とした認知心理学的実験の統制を川上

（1997，2000a）のデータベースに基づくより詳細に

行うことが可能となった。日本語の特性に依存して、

類似語の影響を形態的（正書法的）なものと音韻的な

ものとに分離することも含めて、こうした実験を遂行

するための刺激作成においては、今回報告された類似

語数表は有効なツールとなる。
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表 1 1 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（1/9）
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表 1 2 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（2/9）
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表 1 3 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（3/9）
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表 1 4 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（4/9）
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表 1 5 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（5/9）
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表 1 6 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（6/9）
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表 1 7 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（7/9）
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表 1 8 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（8/9）
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表 1 9 4拍漢字二字熟語の出現頻度（NTT F）・正書法的類似語数（OFn, ORn）・音韻的類似語数（Pn1～Pn4）（9/9）
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Abstract

The process of recognizing printed words has been studied for many years. Recent visual word recognition
research suggests that the identification of a word is affected by its similarity to other words. Coltheart,
Davelaar, Jonasson, and Besner（1977）defined the neighbor of a word（ or any letter string ）as any word
that can be generated by replacing a single letter from the base string. Many studies have shown that neigh-
borhood size affects visual word recognition.
For selecting Japanese stimuli for experiments investigating effects of neighbors, objective database for

number of neighbors are needed. This study presents tables of the numbers of orthographic and phonological
neighbors for Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words. Orthographic neighbors for Japanese 4 moraic 2-
kanji compounds words are the words that can be constructed by changing single kanji of the target item
preserving kanji positions. Defining orthographic neighbors, the pronunciation of the word was ignored. On
the other hand, phonological neighbors for Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words are the words that
can be constructed by changing single mora of the pronunciation of target item preserving mora positions.
Here, defining phonological neighbors, the orthographic script of the word was ignored. Based on the data-
base of Amano & Kondo（2000）, the number of orthographic and phonological neighbors were counted.
This article reports the number of orthographic and phonological neighbors of Japanese 4 moraic 2-kanji

compounds words with frequency of more than 3,000 based on Amano & Kondo（2000）. For lack of space,
the table was divided into two parts, and this article shows the second part of the result. The first part of the
results appears in the previous article. The tables may be employed to provide normative data for experi-
mental studies in word recognition using Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words.

Keywords: neighborhood size, orthographic neighbor, phonological neighbor, Japanese 4 moraic 2-kanji
compounds words, database


